
高等学校学習展開例
発信する・行動する

　自立について考える活動の中で、 障害者
差別解消法の条文を参考にし、 社会に働
きかけるよう自らの行動目標を立てる。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　自立について考える活動を通して、 共生社会の実現に向けて、 自他の個性を尊重しつつ、 共に生

きる人間として豊かに成長しようとする態度を育てる。

２　展開例

校種/教科等 高等学校　特別活動

対象学年 ―

人権教育を通じて育てたい資質・能力の分類

価値的・態度的側面　④参加・参画

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１ それぞれが考える自立につい

て、 意見を発表する。

（１）　自立について考える。

　 ・ 生活するお金を稼げること

・ 自分で考え、 選択や行動でき

ること

・ 身の周りのことが自分ででき

ること　　　　　　　　　　　　　等

（２）　学習のめあてを確認する。

※　授業を実施するに当たって、 当事者や関係者がいること

を想定して、 内容の取扱いや表現等に対する生徒の反応に

は留意するとともに、 日頃から適切な関わりに努める必要

がある。

〇　自立しているとはどういうことか、問いかけ、経済的な面、

精神的な面、 身体的な面に関すること等、 生徒それぞれが

考える意見を尊重し、 取り上げる。

〇　｢ 自分自身が自立するということについて考えを聞かせ

てもらったけれど、 全ての人が自立するためには、 どんな

ことが必要だろうか ｣ と問いかけ、 めあてにつなげる。

※　全ての人とは、 障がいのある人、 外国人、 性的マイノリ

ティ等を含む全ての人を指すことに留意する。

※　生徒の実態をつかむために、 事前に 「自立」 についての

アンケートをとり、 その結果を用いて進めることも考えられ

る。 （協力してやれること、 常に成長していること等のアン

ケート結果が出ることも想定できる）

　

〇　「自立していくことに関して、 不安や困っていることはな

いか」 などと問いかけ、 考えさせてから 「いろいろな人が

働く」 （『あおぞら２』） の視聴につなげる。

５

２  ｢ いろいろな人が働く ｣ （『あ

おぞら２』） を視聴し、 次の質問

①、 ②を個人で考えた後、 ペア

で交流する。 その後、 全体で交

流する。

（１） 「Ａ君」 をよく知り、 一緒に

考えていくことが大切なことに

気付く。

① 「Ａ君」 を周囲はどう思ってい

るか

・ 不満に思っている

・ 心配している　　　　　　　　等

※　「いろいろな人が働く ｣ （『あおぞら２』） では、 「Ａ君」 と

表されているため、敬称については 「さん」 ではなく 「君」

を用いて説明している。

〇　周囲の関わりや ｢ Ａ君 ｣ に対する理解に視点がつながる

ように、 「わたし」 （主人公） の立場で考えるように促す。

（全体交流の場面）

★１　「Ａ君」 の困りごとに対して、 まわりの人の中には不満

に思っている人もいる。 ｢ Ａ君が悪いのだろうか」 等と問

いかけ、 「Ａ君」 が悪いわけではないことを確認して、 どの

ようにしたら解決できるのかにつなげる。 （P.87）　

○　「Ａ君」 の困っていることを解決するためには主人公のよ

うに 「Ａ君」 のことをよく知る必要があり、 一緒に考える

ことが大切であることを確認する。

３０

　めあて　　全ての人が自立するために必要なことを考え、 自立に向けた行動目標を立てよう。
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② 「Ａ君」 が困っていることはど

のようにしたら解決できるか

・ 「Ａ君」の困っていることを聞く

・ 具体的に手伝えることを聞く　　

・ 相談にのる　　　　　　　　等

（２） 自分も多くの人と関わり、 支

えられながら生きていることを

認識し、 互いに協力し合うこと

の大切さに気付く。

（３） 一人でできないことがあるこ

とが自立できていないことでは

ないことを認識し、 それぞれに

応じた 「自立」 の形があること

に気付く。 また、 それぞれの状

況や障害の程度等により、 様々

な自立の形があっても良いこと

に気付く。

３ 「障害者差別解消法」 の内容を

理解する。

・ 不当な差別的取扱いの禁止

・ 社会的障壁の除去

・ 合理的配慮の提供

【主な条文】

第一条 （目的）

・ 人格と個性を尊重し合いなが

ら共生する社会の実現をめざ

すこと

第七条 （行政機関等における障害

を理由とする差別の禁止）

・ 社会的障壁の除去の実施につ

いて必要かつ合理的な配慮を

すること

第四条 （国民の責務）

・ 国民の責務として差別の解消

の推進に努めなければならな

いこと

※　合理的配慮をする際に大切になってくる 「当事者にきく」、

「当事者と考える」 といった視点につながる事を意識して

指導する。

○　これまで自分が困ったことやうまくいかないことがあった

ときに、 どのようにして解決してきたかを想起させ、 誰か

に支えられて生きており、 「Ａ君」 が特別ではないことに気

付かせる。

※　自分事にするために、 具体的な場面 （学校行事や授業、

進路等） を例示することで想起しやすくする。

※　意見が出にくいことも考えられるため、 事前にアンケート

等をとっておくことも考えられる。

○　「一人でできないことがあるのは 『自立』 できていない

のだろうか」 と問いかけ、 出来ないときに人に助けを求め

ることができることも自立であることを確認する。

※　誰にでも苦手なこと、 得意なことがあり、 できることを

人のために生かすこと、 できないことは人に助けてもらう

ような関係が大切である。 そのような社会が共生社会であ

り、 共生社会の実現のために中学校のときに学習した 「障

害者差別解消法」 にも述べられていることを確認して法律

につなげる。

★２　共生社会 ： 誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、

人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会

　（文部科学省ホームページより） 参考

★３　｢ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 ｣

参考

〇　条文 「いろいろな人が働く」 のスライドとスライドの内容

を関連付けて、 条文の内容を確認する。

・ 不当な差別的取扱いの禁止

※　スライド 16、 17 の場面を提示し、 個性の尊重、 共生社

会の実現につながる事を確認する。

・ 社会的障壁の除去

※　スライド 2、 3 の場面を提示し、 「社会的障壁」 は事物や

制度だけでなく、 人々の意識 （偏見、 無理解など） にある

ことを確認する。

・ 合理的配慮の提供

※　スライド 5、 6 の場面を提示し、 合理的な配慮について

確認する。

　『｢ 合理的配慮 ｣ を知っていますか？』 【内閣府】 を活用し、

具体的な例を補足して説明することも考えられる。

※　共生社会の実現のために、 法を理解し、 一人一人が行動

していくことが重要であることを確認して、 行動目標を立

てることにつなげる。

１０

４　共生社会の実現に向け、 自分

ができることを考え、 行動目標

を立てる。

・ 他者の困りごとに気付いたら、

話を聞いてできることを一緒

に考える

・ 自分も困ったときには、 他者

の力を借りることができるよ

うになる

・ 日頃から気付いたことは声を

かけたり、 自分も相談し支え

てもらったりできる関係を築

いていく

〇　それぞれに応じた 「自立」 について具体的な行動目標を

たてることができるように、 学習したことを振り返る。

〇　授業を実施するに当たっては、 ただ単に差別の辛い現実

を伝えるのではなく、 「一人一人が声を上げることで、 よ

い方向（法律も含め）に変わってきている」という希望と「自

分が世の中を変えていく」 という生徒の意欲付けにつなが

る授業となるように留意する。

５
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